




































































































































































































































































































































































ておき－ “カッコに入れる” と表現され、専門用語では “エポケー（判断中止）” と言われる－
「つらい実習がある」と思ったとき、客観的実体のように思える「実習」をカッコに入れ（エ
ポケーし）、なぜその知覚対象が自分に「つらい実習」として妥当してきたのか、を考える。
このような思考原理を働かせることで、志向性に支配された意識の世界によって色づけられ
た認識というものは、他者と共通のものではなく、自分独自の認識であるということが分かり、
さらにはなぜ自分がそのように認識したかということを客観的に理解することができるので
ある。
xi 全国保育士養成協議会は、保育者養成研究所を主体として実習指導担当教員の研修や認定制
による「実習・実習指導の質的向上」を新規に計画している。
xii 調査内容では、実習指導に関わる教員の現状として、そうでない（実習指導に直接関わらない、
訪問指導程度の参与）教員との対比の上で「実習先の知識が少ない」「学内での実習指導の内
容を具体的に知らない」「対象学生のことをあまり知らない」「日誌や部分実習などの指導が
出来ない」「最近の保育動向について知識が少ない」などの点が意識されている。
xiii 訪問指導、事後指導については2007年の保養協九州ブロックによる『保育実習のミニマム・
スタンダード』と2015年から徐々に改訂しつつバージョンアップしている東北ブロック『保
育実習指導のガイドライン』が嚆矢である。
xiv 最新のものは秋草学園短期大学　志濃原らの「実習巡回指導に関する研究」があるが、保養
協関東ブロックの助成研究であることを考えてもこれまでの養成研究で言われてきたこと以
上のものはなく、厳しい言い方になるが現時点で新規性があるようには思えない。「ルーブリ
ック」など新しいワードを盛り込んでいるが「訪問指導によって学生の不安が軽減した」等、
調査しなくても判っていることが結論となっている。
xv 「雇児発第1209001号　一部改正　子　発　０４２７　第３号平成30年４月27日、厚生労働
省雇用均等・児童家庭局長により出された「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準につ
いて」
xvi 保育士養成脅威議会東北ブロック『保育実習指導のガイドラインver.3』p.79　執筆者は当方。
拙稿である。
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xvii 全保養協東北ブロック『保育実習指導のガイドラインver.3』p.83
xviii 矢藤誠慈郎編「保育実習の効果的な実施方法に関する調査研究」（保育士養成協議会　2018年）
の中では、岡崎女子大学の伊藤理絵が、事後指導を中心に取り組んできたいわき短期大学で
の事例についてヒアリングをまとめており、カリスマ的存在のＫ先生（現東北福祉大学大学院）
の影響が東北福祉大学も含む東北ブロック内に少なからずあることを示している。
xix 京都大学高等教育開発推進センターの山田剛史は、過去20年に亘る我が国のアクティブラー
ニングの取り組みを振り返り、アクティブラーニングを行えば行うほど、授業改革を推進す
ればするほど、大学改革で教学が一丸となって「手厚い」サポートを行えば行う程、学生が「主
体的ではなくなる」現実を実数で示している。
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